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会議の名称 令和６年度第４回 本庄市交通政策協議会

開 催 日 時 令和６年１１月１日（金） 午前・午後 １０時００分から

午前・午後 １１時００分まで

開 催 場 所 本庄市役所 大会議室

出 席 者

事務局：長嶋都市整備部次長、武正都市計画課長、山田課長補佐、

菊池主査、廣川主事補、狩野主事補

欠 席 者

区 分 職 名 氏 名

13 号委員 早稲田大学 教授 佐々木 邦明

１号委員 本庄市都市整備部長 齊藤 順一

２号委員

朝日自動車（株）運輸部長 田沼 健一

十王自動車（株）代表取締役 社長 石倉 実希雄

一般社団法人埼玉県バス協会

専務理事
関根 肇

３号委員 本庄観光（株）事業部長 加藤 直樹（代理）

４号委員

本庄地区タクシー協議会 会長 神宮 つぐよ

一般社団法人埼玉県乗用自動車協会

事務局長
藤田 貢

６号委員
本庄商工会議所 専務理事 田中 一成

児玉商工会 副会長 宮部 孝夫

７号委員 本庄警察署交通課 課長 荻原 正幸

８号委員 児玉警察署交通課 課長 坂本 悠人

９号委員 埼玉県企画財政部交通政策課 主幹 村上 晶彦

10 号委員
国土交通省関東運輸局埼玉運輸支局

首席運輸企画専門官
高木 純子

11 号委員
国土交通省関東地方整備局建政部

都市調整官
原田 英之

12 号委員

国土交通省大宮国道事務所 副所長 本住 武司（代理）

埼玉県本庄県土整備事務所

道路部長
栗原 龍一

13 号委員 本庄市議会 議員 林 富司

区 分 職 名 氏 名

３号委員 協同貨物自動車（株）代表取締役 浅見 禄郎

５号委員 朝日自動車労働組合 執行委員長 飯塚 光弘

６号委員

西今井自治会長 町田 純一

本庄市老人クラブ連合会 副会長 柳田 信

本庄市身体障害者福祉会 会長 種村 朋文

会 議 録
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議 題

（次 第）

１．開 会

２．挨 拶

３．報告事項

（１）運行事業者の選定結果について

４．議 事

（１）令和７年度 地域公共交通確保維持改善事業費補助金に

係る地域公共交通計画の変更申請（地域内フィーダー系

統）について

（２）今後のスケジュール及び運行にあたって協議・合意が必

要な事項

（３）令和６年度地域内フィーダー系統補助金交付申請につい

て

５．閉 会

配 付 資 料

令和６年度第４回 本庄市交通政策協議会 資料一式

参考資料「令和５年度地域内フィーダー系統補助金交付申請に係

る提出資料について」

令和６年度第２回本庄市交通政策協議会会議録

その他特記事項

主 管 課 都市計画課

会 議 の 経 過

発 言 者 発言内容・決定事項等

事務局

(都市計画課長)

定刻になりましたので、会議を始めさせていただきます。

当協議会につきましては、本庄市交通政策協議会設置要綱第６条第

５項により、原則として公開により開催することになっております。

本日の協議会開催につきまして、市のホームページで傍聴の御案内

をしたところ、１名の希望者がいらっしゃいました。

ここで、傍聴人の方に傍聴上の注意を申し上げます。事務局より事前

にお配りしました「傍聴上の注意」を遵守していただきますようお願い

いたします。なお、「傍聴上の注意」に反する場合には、退場していた

だくことがございますので、よろしくお願いいたします。

なお、会議録につきましては、発言者の氏名を記載してホームページ

で公表いたしますので、御了承ください。

皆さまにはお忙しい中、御出席を賜りまして誠にありがとうござい

ます。私は、本日の司会進行を務めさせていただきます都市整備部都市

計画課長の武正と申します。よろしくお願いいたします。

これより令和６年度第４回本庄市交通政策協議会を開催いたしま

す。

事務局

(都市計画課長)

はじめに事務局から会議の成立についての御報告と、配布資料の確

認をさせていただきます。
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事務局

(菊池主査)

設置要綱第６条第２項に「会議は、委員の過半数が出席しなければ、

これを開くことができない。」と規定しております。

本日、出席しております委員は、２３名中１８名であります。

よって、本会議が成立していることを御報告させていただきます。

また、お手元に本日の次第が表紙となっております資料一式、参考資

料、「令和６年度第２回本庄市交通政策協議会会議録」の３種類を配布

してございます。資料に過不足や落丁・乱丁等ございましたら、事務局

までお申しつけください。

事務局

(都市計画課長)

皆さま資料はお揃いでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは、資料の表紙にございます次第に従いまして、進めさせてい

ただきます。設置要綱第６条第１項の規定によりまして、本会議の議長

は、会長が務めることとされておりますので、佐々木会長に御挨拶と今

後の進行をお願いいたします。

佐々木会長 （挨拶省略）

議 長

会議の運営がスムーズにいきますよう御協力をよろしくお願いいた

します。

本日は、報告事項が１件、そして議事が３件ございます。

まず、次第の３「報告事項」について、事務局より説明をお願いしま

す。

事務局

(廣川主事補) ≪報告事項（１）運行事業者の選定結果について≫説明

議 長

ただいまの事務局の説明に対して御意見等ありますか。

御質問が無いようですので、報告事項につきましては終了いたしま

す。

議 長

≪議事（１）≫

それでは、これより次第の４「議事」に入らせていただきます。

議事（１）「令和７年度 地域公共交通確保維持改善事業費補助金に係

る地域公共交通計画の変更申請（地域内フィーダー系統）」について、

事務局から説明をお願いします。

事務局

(菊池主査)

議事（１）「令和７年度 地域公共交通確保維持改善事業費補助金に

係る地域公共交通計画の変更申請（地域内フィーダー系統）について」

御説明いたします。

４ページ右上に「資料２」と記載しております資料をご覧ください。

こちらは、令和６年度第１回本庄市交通政策協議会において、御承認

をいただき、令和６年９月２５日付けで国土交通大臣より認定されま

した「令和７年度 地域公共交通確保維持改善事業費補助金に係る地

域公共交通計画」を変更するものでございます。なお、ここでいう令和

７年度の運行期間は、令和６年１０月１日から令和７年９月３０日ま

での１年間を指し、既に運行期間が開始しているものでございます。

続いて、変更理由についてでございますが、令和７年３月１日からデ

マンドバスの運行区域を従来の本庄北・本庄南地域を統合した「本庄地

域」と児玉市街地・児玉山間地域を統合した「児玉地域」の２つの区域

に変更するためでございます。
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変更日につきましては、令和７年３月１日としております。

なお、今回の変更につきましては、令和７年３月１日から、現行の運

行事業者様のまま運行区域のみを変更するものと、令和７年４月１日

から、変更後の運行区域において、運行事業者様及び運行時間を変更す

るものの２段階で変更するものです。令和７年４月変更分につきまし

ては、２２ページ以降のところで改めて御説明いたします。

続いて、変更箇所につきましては、この後順に御説明いたします。

６ページをご覧ください。右上の日付に今回の計画について協議を

行った日付として本日の日付を追記するものでございます。

続いて、７ページ及び８ページにつきまして変更はございません。

続いて、９ページをご覧ください。「１８．協議会の開催状況と主な

議論」に令和７年３月変更分について協議を行った旨を追記するもの

でございます。

続いて、１０ページから１２ページまでにつきましては、「本庄市地

域公共交通計画別紙」に添付している本庄市地域公共交通計画（本編）

の該当ページのうち、変更になる箇所を赤字で追記したものでござい

ます。いずれも運行区域が４つから２つに変更になることに伴う変更

でございます。

続いて、１４ページをご覧ください。こちらは、運行系統の概要及び

運行予定者を記載した表になります。１５ページの変更後の表をご覧

いただきますと、デマンドバスの運行区域が４つから２つに変更にな

ることに伴い、「運行系統名」、営業区域を記載する「経由地」、「計画運

行回数」、「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」が変更になるもの

でございます。このうち、計画運行回数につきましては、変更前の「本

庄北地域デマンド」及び「本庄南地域デマンド」の計画運行回数の合計

を変更後の「本庄地域デマンド」の計画運行回数として設定したもので

ございます。同様に、変更後の「児玉地域デマンド」の計画運行回数に

つきましては、変更前の「児玉市街地デマンド」及び「児玉山間地域デ

マンド」の計画運行回数の合計を計画運行回数として設定したもので

ございます。

続いて、１６ページ及び１７ページの運行エリアにつきましても、１

８ページの添付図面のとおり、運行区域が４つから２つに変更になり、

本庄早稲田駅北口が本庄地域と児玉地域の共通乗降ポイントになるも

のでございます。

続いて、２０ページ及び２１ページの運行ダイヤにつきましては、今

回運行ダイヤの変更はございません。ただし、「児玉市街地」及び「児

玉山間地域」が「児玉地域」に統一されたことに伴い、名称も「はにぽ

ん号」に統一したことから変更があるものでございます。

続いて、２２ページをご覧ください。

こちらにつきましては、変更理由にありますとおり、令和７年４月１

日から、デマンドバスの運行事業者様及び運行時間が変更になること

に伴う変更でございます。

変更日につきましては、令和７年４月１日としております。

続いて、変更箇所につきましては、この後順に御説明いたします。
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２４ページをご覧ください。右上の日付に今回の計画について協議

を行った日付として本日の日付を追記するものでございます。

続いて、２５ページ及び２６ページにつきまして変更はございませ

ん。

続いて、２７ページをご覧ください。「１８．協議会の開催状況と主

な議論」に令和７年４月変更分について協議を行った旨を追記するも

のでございます。

続いて、２８ページをご覧ください。こちらは、運行系統の概要及び

運行予定者を記載した表になります。２９ページの変更後の表をご覧

いただきますと、運行事業者様が変更になることに伴い、「運送予定者

名」も変更になるものでございます。また、「計画運行回数」につきま

しては、この後御説明いたします運行時間に係る諸条件の変更に伴う

変更でございます。なお、「計画運行日数」につきましては、本庄地域・

児玉地域の「標準運行型」では、日曜日の実証実験を８日間行うことと

していますが、実証実験の日数は含めないこととされていることから、

計画運行日数の変更はございません。

続いて、３０ページ及び３１ページの運行ダイヤにつきましては、令

和７年４月から、本庄地域・児玉地域にそれぞれ１台ずつ「延長運行型」

という運行時間が午前８時から午後６時までとし、終わりの時間を１

時間延長する運行形態を導入することに伴い、本庄地域の計画運行回

数は増加しておりますが、一方で、「働き方改革」の観点から、これま

で運行時間の前後に実施していた児玉中学校の通学用バスとしての運

用を取りやめること等これまで加算していた計画運行回数を削ったた

め、児玉地域の計画運行回数は減少しております。来年度以降の計画運

行回数につきましては、利用者数の推移等を見ながら検討して参りま

す。

以上が、議事（１）「令和７年度 地域公共交通確保維持改善事業費

補助金に係る地域公共交通計画の変更申請（地域内フィーダー系統）に

ついて」でございます。

議 長

ありがとうございました。ただいまの内容について、御意見等ござい

ましたら挙手をお願いします。

特に御質問、御意見が無いようですので、議事（１）については、決

することに御異議ございませんか。

全委員 （異議なし）

議 長

議事（１）については、異議なしと認め、原案のとおり承認されまし

た。

それでは、続きまして、議事（２）「今後のスケジュール及び運行に

あたって協議・合意が必要な事項」について、事務局から説明をお願い

します。

事務局

(菊池主査)

議事（２）「今後のスケジュール及び運行にあたって協議・合意が必要

な事項について」御説明いたします。

３２ページ右上に「資料３」と記載しております資料をご覧ください。

こちらは、既に令和６年度第１回・第２回本庄市交通政策協議会におい

て、御承認をいただいているところではございますが、改めての確認と一
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部変更がございましたので、改めて委員の皆さまにお諮りするものでござ

います。

８月９日に開催いたしました令和６年度第２回本庄市交通政策協議会

において、運行事業者様の選定を市の契約に関する事務の例により、本庄

市交通政策協議会において行うことにつきまして、御承認をいただきまし

た。

その後、同協議会事務局において、９月１９日及び同月３０日に運行事

業者様の選定を行い、契約を締結しようとしたところ、収入印紙代が必要

なことが判明したことから、令和６年度第３回本庄市交通政策協議会を書

面にて開催させていただき、令和６年度歳入歳出予算の変更をさせていた

だいたところでございます。書面での協議が整った後、デマンドバス及び

シャトルバスの運行事業者様との契約を締結しましたので、運行事業者の

報告をさせていただいたところでございます。

また、運行事業者様の選定により、運行事業者様が決定したことから、当

初、令和７年１月開催予定の本庄市交通政策協議会の議事とする予定でし

た「地域公共交通確保維持改善事業費補助金に係る地域公共交通計画の変

更」を本日の議事（１）で委員の皆さまにお諮りをさせていただいたもの

です。

今後のスケジュールとしましては、新規運行事業者様には一般乗合旅客自

動車運送事業の許可申請書類を１１月下旬までには作成していただき、１２

月上旬までには一般乗合旅客自動車運送事業の許可申請、令和７年３月上旬

までに許可を取得していただく予定です。

なお、本庄市交通政策協議会につきましては、今年度にあと１回開催する

ことを予定しております。そこでは、例年の事業評価を実施する予定でござ

います。

以上が「今後のスケジュール」についてでございます。

続いて、３３ページをご覧ください。

２「運行にあたって協議・合意が必要な事項」について御説明いたします。

「乗継割引」につきましては、運賃等に関する事項のため、本協議会ではな

く、運賃協議分科会で協議を行う事項となりますが、デマンドバスとシャト

ルバスとの乗り継ぎ利用やデマンドバスと路線バスとの乗り継ぎ利用の促進

のため、乗継券の制度を継続したいと考えております。なお、乗継券について

は、現行と同等のものを使用したいと考えております。

続いて、「回数乗車券料金」につきましても、運賃等に関する事項のため、

本協議会ではなく、運賃協議分科会で協議を行う事項となりますが、頻繁に

利用する方には利用されていることから、回数乗車券の制度を継続したいと

考えております。なお、回数乗車券については、現行と同等のものを使用した

いと考えております。

続いて、３４ページをご覧ください。

３４ページから３７ページまでは、現行のデマンドバス及びシャトルバス

のラッピングになります。本市では、平成２５年１０月からデマンドバス及

びシャトルバスを運行しており、そのデザイン及び名称が定着していること

から、現行のデザインと同等のものを使用したいと考えております。

以上が、議事（２）「今後のスケジュール及び運行にあたって協議・合
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意が必要な事項について」でございます。

議 長
ありがとうございました。ただいまの内容について、御意見等ござい

ましたら挙手をお願いします。

本住委員

３３ページの回数乗車券は、「朝日自動車(株)・本庄観光(株) 発行」

と記載がありますが、今後、事業者が変わりますが引き続き使用できる

のでしょうか。

事務局

(菊池主査)

御質問ありがとうございます。既に発行している回数乗車券につき

ましては、引き続き利用できるようにしたいと考えております。

また、４月から新しい運行事業者様に変更になりますので、４月から

新しい回収乗車券についても発行し、随時更新をさせていただければ

と考えております。

議 長
その他御質問ありますでしょうか。それでは、私から御質問させてい

ただきます。乗継券はどのように発行し、どう使うのでしょうか。

事務局

(菊池主査)

御質問ありがとうございます。こちらにつきましては、例えば、デマ

ンドバスで本庄駅まで行き、本庄駅から「はにぽんシャトル」で本庄早

稲田駅まで行く場合には、デマンドバスで運賃を支払う時に「乗継券を

ください。」と申し出ていただくと、ドライバーから乗継券をいただく

ことができます。そちらをはにぽんシャトルを利用する際に提示して

いただくと乗継割引が受けられる制度になっております。

はにぽん号、はにぽんシャトルだけでなく、朝日自動車様の路線バス

との接続がフィーダーの要件となっておりますので、こちらの乗継券

も別途ございます。

議 長
乗継券を受け取った時に、次の乗車で割引がされる説明があるとい

うことでしょうか。

事務局

(菊池主査)

車内での案内もありますし、事前に公共交通ガイド等で利用につい

ては周知を図っているところでございます。

また、乗継券の利用は当日限りとさせていただいておりますので、ド

ライバーに日付を記入していただいております。

議 長

その他御質問等ありますでしょうか。

特に御質問、御意見が無いようですので、議事（２）については、決

することに御異議ございませんか。

全委員 （異議なし）

議 長
それでは、続きまして、議事（３）「令和６年度地域内フィーダー系

統補助金交付申請」について、事務局から説明をお願いします。

事務局

(菊池主査)

議事（３）「令和６年度地域内フィーダー系統補助金交付申請につい

て」御説明いたします。

参考資料をご覧ください。

これまでは、フィーダー系統の計画について交通政策協議会で御承

認をいただいた後、各運行事業者様から１１月末までに国に補助金を

申請していただく流れでございました。

今年度からは、地域公共交通計画を交通政策協議会として策定した

ことに伴い、交通政策協議会で申請する流れに変更になりましたので、

御説明させていただくものでございます。

本日お配りした参考資料につきましては、昨年度、国から通知があっ
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た資料でございます。そのため、「令和５年度地域内フィーダー系統補

助金交付申請に係る提出資料について」と記載があり、提出期限も令和

５年１１月３０日となっております。

こちらにつきましては、例年、１１月になりましたら関東運輸局から

１１月末までに補助金の申請をするよう案内があるものになります。

中段を見ていただきますと、「申請書」と記載があり、全申請者共通

の様式１－８（表紙）、また、星印のところでございますが、１つ目の

「路線型運行」は本市でいうシャトルバスであり、２つ目の「区域型運

行」は本市でいうデマンドバスです。それぞれ、様式１－８、様式１－

５を提出する必要がございます。その他「添付書類」につきましては、

記載のあるとおりでございます。

次に２ページをご覧ください。

２ページ下段「３.活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合

における取扱いについて」でございます。

こちらにつきましては、先程御説明させていただきました本庄市交

通政策協議会が法定協議会にあたります。４ページに交付申請書の様

式１－８を添付しております。こちらに全事業者の合計額、本庄市につ

きましては、デマンドバス及びシャトルバスのそれぞれの申請額の合

計を記入し、今年度申請させていただくものになります。

また、交付申請書以外の書類につきましては、「事業者毎に分けるこ

と」とされておりますので、今年の１１月末までに朝日自動車様と本庄

観光様に書類を作成していただき、事務局で取りまとめの上、国へ提出

させていただく流れになります。

今年度の具体的な金額につきましては、現在、運行事業者様に取りま

とめをしていただいているところでございますので、本日御提示する

ことはできませんが、１０ページから昨年度の朝日自動車様の資料を

添付させていただいております。こちらにつきましては、４つのエリア

の計画運行回数、輸送人員などを記入するものでございます。１１ペー

ジにつきましては、エリア毎の実績運行回数、運行割合等から国庫補助

金の申請額が算定される様式となっております。

続いて、１３ページからが本庄観光様が運行しております「はにぽん

シャトル」の様式となっております。

こちらにつきましては、路線定期運行といたしまして、本庄駅南口か

ら本庄早稲田駅北口の片道約３キロを往復で毎日運行していただいて

おりますので、３６５日を掛けて計画運行回数を算出をしております。

「実車走行キロ」につきましてもこちらに記載のあるとおりでござい

ます。

１４ページをご覧ください。こちらにつきましても、本庄観光様から

提供がありました昨年度の資料になります。

なお、一番上にあります損益状況等につきましては、運行事業者様の

情報になりますので、マスキングをさせていただいた上でホームペー

ジで公開させていただきたいと考えております。

今年度から、本庄市交通政策協議会としてデマンドバス及びシャト

ルバスの運行の補助金申請をさせていただきたく委員の皆さまの御承
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認をいただきたいと考えております。

説明については以上です。

御審議よろしくお願いいたします。

議 長

ありがとうございました。ただいまの内容について、御意見等ござい

ましたら挙手をお願いします。

質問等がございませんので、議事（３）「令和６年度地域内フィーダ

ー系統補助金交付申請」について、委員の皆さまにお諮りいたします。

議事（３）について、原案のとおり決することに御異議ございません

か。

全委員 （異議なし）

議 長

議事（３）については、異議なしと認め、原案のとおり承認されまし

た。令和６年度の申請については、運行事業者様に作成していただいた

書類を事務局にて取りまとめの上、１１月末までに国へ提出すること

といたします。

以上で、会議の全ての議事を終了させていただきますが、まだ少し時

間がありますので、全体を通して御質問等あればお受けいたします。

原田委員

先程、議決した内容で大変恐縮ではございますが、７ページの公共交

通の収支率のところで、現状値としてデマンドバス５．８％、シャトル

バス１８．１％となっており、令和５年度以降は現状値以上と設定して

いただいているのは良いのですが、目標設定の考え方のところに「人件

費、燃料費、車両管理費などの運行経費の増加も想定されることから、

現状より低下させないことを目標値とします」とあり、利用者を増やし

運賃収入がコストよりも上回れば、収支率は上がると思うのですが、収

支率を上げる戦略や工夫があれば教えていただけますでしょうか。

事務局

(菊池主査)

御質問ありがとうございます。こちらにつきましては、新しい運行事

業者様を選定する際にもこれらの目標値については、数値目標の達成

に向けた取組をするよう努力義務を設けております。

事務局としましては、システムを導入することにより乗合率を上げ

ていくことや、利用者が増えないと運賃収入が上がりませんので、これ

から行われるマリーゴールドの丘イルミネーション開催中に車両にマ

グネットを張り、利用促進をしていくこと等を考えております。

また、運行事業者様におかれましては、外部から広告を取るなど、タ

クシー事業者様のノウハウがあると思われますので、新しい運行事業

者様との定期的な打合せで協議しながら進めて参りたいと考えており

ます。

原田委員

ありがとうございます。また、６ページの利用者数については、先程

の収支率を上げる戦略等のプラスの要因は加味しているのでしょう

か。

事務局

(菊池主査)

こちらにつきましては、令和３年度の実績値から毎年１％増加して

いくという仮定で令和９年度の目標値を設定しております。運行事業

者様の変更後は、この目標値を更新していけるよう運行事業者様と協

議して進めて参りたいと考えております。

原田委員 分かりました。ありがとうございます。

議 長 先程、回数券と乗継券の話が出ましたが、回数券と乗継券がどこでど
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のように使われているかが分かると、どこで需要があるかなどヒント

になるかと思いますので、是非、協議会で御報告いただければと思いま

す。

また、車両のラッピングのところで、「はにぽん号」と「はにぽんシ

ャトル」の識別ができているのでしょうか。一見しただけではどちらが

どちらか分からないと思います。これらを含め利用促進に繋げていた

だきたいと思います。

以上で、会議の全ての議事を終了させていただきます。

委員の皆さまの御協力に感謝申し上げます。ありがとうございまし

た。

それでは、事務局へお返しします。

事務局

(都市計画課長)

ありがとうございました。

委員の皆さまにおかれましては、本市の交通政策につきまして、引

き続き御支援、御協力をお願い申し上げます。

以上をもちまして、令和６年度第４回本庄市交通政策協議会を閉会

とさせて頂きます。

本日はお忙しい中、出席を賜りまして、誠にありがとうございまし

た。


